
                

 

令
和
５
年
10

月
17

日
か
ら

18
日
に
か
け
、「
宿
場
町
枚
方
を

考
え
る
会
」
の
役
員
研
修
会
と
し

て
福
井
県
を
訪
ね
ま
し
た
。 

枚
方
市
に
は
継
体
天
皇
が
即
位

し
た
樟
葉
宮
が
あ
り
、
令
和
５
年

５
月
21
日
の
「
近
郊
の
史
跡
を
歩

く
会
」
で
は
真
の
継
体
天
皇
陵
と

い
わ
れ
て
い
る
今
城
塚
古
墳
へ
、

６
月
18
日
の
歴
史
講
演
会
で
は

「
古
代
の
淀
川
水
運 

継
体
大
王

を
め
ぐ
っ
て
」を
開
催
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
即
位
後
の
事
柄
で
あ
り
、

役
員
研
修
の
主
な
目
的
は
、
即
位

前
に
在
住
し
て
い
た
越
前
国
（
福

井
県
）
の
史
跡
を
訪
ね
る
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
自
主
参
加

で
あ
り
、
経
費
は
全
額
参
加
者
負

担
で
す
。 

   

ま
ず
始
め
に
伝
承
地
碑
を
紹
介

し
ま
す
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
枚
方
市
楠
葉
丘
２

丁
目
に
あ
る
交
野
天
神
社
本
殿
か

ら
北
東
80
ｍ
、
末
社
貴
船
神
社
へ

の
階
段
脇
に
あ
る
高
さ
約
１
ｍ
の 

      

石
碑
で
す
。 

正
面
に
は
「
此
附
近
継
體
天
皇

楠
葉
宮
地
」、
右
側
面
に
「
昭
和
四

年
三
月
建
立 

大
阪
府
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
継
体
天

皇
は
５
０
７
年
に
樟
葉
宮
で
即
位

し
ま
し
た
。
大
阪
府
が
昭
和
46
年

３
月
31
日
に
「
継
体
天
皇
樟
葉
宮

跡
伝
承
地
」
と
し
て
史
跡
に
指
定

し
て
い
ま
す
。 

伝
承
地
碑
の
傍
ら
に
は
枚
方
市

教
育
委
員
会
が
平
成
16
年
に
設

置
し
た
説
明
板
が
あ
り
ま
す
。 

具
体
的
な
場
所
と
し
て
「
樟
葉

宮
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
枚

方
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
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な
内
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○ 

継
体
天
皇
即
位
前
の
史
跡
を
訪
ね
る
（
１
頁
～
３
頁
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○ 

伏
見
城
の
史
跡
を
訪
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（
４
頁
～
５
頁
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○ 

牧
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み
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見
性(

６
頁
～
12
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貴
船
神
社
の
あ
る
小
丘
の
あ
た
り

で
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

               

第
15
代
応
神
天
皇
の
５
世
孫
。

日
本
書
紀
に
よ
る
と
４
５
０
年
ご

ろ
、
近
江
国
高
嶋
郷
（
現
在
の
滋

賀
県
高
島
市
）
で
彦
主
人
王
（
ひ

こ
う
し
の
き
み
）
の
子
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
幼
く
し
て
父
を
亡

く
し
、
母
・
振
媛
（
ふ
り
ひ
め
／

垂
仁
天
皇
７
世
孫
）
の
故
郷
、
越

前
国
高
向
（
福
井
県
坂
井
市
）
に

移
り
ま
し
た
。 

男
大
迹
王
（
お
お
と
の
み
こ
）

と
し
て
５
世
紀
末
の
越
前
地
方
を

統
治
し
、
治
水
や
笏
谷
石
（
し
ゃ

く
だ
に
い
し
）
採
掘
な
ど
の
産
業

振
興
に
尽
力
し
た
と
の
伝
説
が
県

内
各
地
に
残
り
、
越
前
開
闢
（
え

ち
ぜ
ん
か
い
び
ゃ
く
）
の
御
祖
神

（
み
お
や
が
み
）
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

         

皇
子
女
が
な
か
っ
た
第
25
代

武
烈
天
皇
が
５
０
６
年
、
後
嗣
を

定
め
ず
崩
御
し
た
た
め
、
大
伴
金

村
、
物
部
麁
鹿
火
ら
の
有
力
豪
族

の
推
戴
を
受
け
、
58
歳
だ
っ
た
５

０
７
年
に
樟
葉
宮
で
第
26
代
天

皇
と
し
て
即
位
し
ま
し
た
。 

   

前
段
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
か
ら
が
即
位
前
に
在
住
し
て

い
た
越
前
国
（
福
井
県
）
の
史
跡

で
す
。
ま
ず
、
継
体
天
皇
が
即
位

前
に
建
立
し
た
足
羽
神
社
（
あ
す

わ
じ
ん
じ
ゃ
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

JR
福
井
駅
か
ら
西
南
西
１.

２
㎞
、 

          

足
羽
山
の
山
腹
、
福
井
市
足
羽
１

丁
目
に
あ
り
ま
す
。 

現
在
の
社
殿
は
、
昭
和
20
年
の

福
井
空
襲
、
23
年
の
福
井
地
震
を

経
て
34
年
に
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。
さ
ら
に
平
成
19
年
に
は
、

「
継
体
天
皇
即
位
千
五
百
年
奉
祝

記
念
」
に
伴
っ
て
社
殿
の
増
改
築

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

         

継
体
天
皇
が
男
大
迹
王
と
し
て

越
前
に
い
た
と
き
、
治
水
工
事
の

安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
朝
廷
に

祀
ら
れ
て
い
た
坐
摩
神
（
い
か
す

り
の
か
み
）
を
勧
請
し
て
創
建
し

た
も
の
で
、
越
前
最
古
の
神
社
と

楠
葉
と
樟
葉 

ど
ち
ら
も
読
み
方
は
「
く

ず
は
」、「
楠
」
と
「
樟
」
は

時
代
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
日
本
書
紀
・
古
事
記
は

「
樟
葉
」、
明
治
22
年
ま
で

は
「
楠
葉
」、
～
昭
和
13
年

ま
で
は
「
樟
葉
」、
以
後
「
楠

葉
」。
施
設
名
は
設
置
時
期
の

字
を
使
う
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
例
外
も
あ
り
ま
す
。 

 

大
王
と
天
皇 

古
代
の
大
和
朝
廷
時
代
は

「
大
王
（
お
お
き
み
）」、
天

皇
と
呼
称
さ
れ
た
の
は
大
化

の
改
新
（
６
４
５
年
）
以
後
、

天
武
天
皇
期
ご
ろ
が
有
力
視

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

継
体
天
皇 

足
羽
神
社 
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い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

男
大
迹
王
が
継
体
天
皇
と
し
て

即
位
す
る
た
め
、
越
前
国
を
離
れ

る
に
あ
た
り
、「
末
永
く
此
の
国
の

守
神
に
成
ら
ん
」
と
、
自
ら
の
御

生
霊
を
祀
り
、
娘
の
馬
來
田
皇
女

（
う
ま
く
だ
の
ひ
め
み
こ
）
を
斎

主
し
て
祭
事
を
託
し
ま
し
た
。 

皇
女
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
た

め
、甥
を
後
嗣
と
し
、男
系
で
代
々

神
職
を
務
め
ま
し
た
。
案
内
い
た

だ
い
た
福
井
市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
語
り
部
」
よ
る
と
、
現
在
の

宮
司
で
あ
る
馬
來
田
善
敬
（
ま
く

た
よ
し
も
り
）
氏
は
、
皇
女
か
ら

60
代
目
に
当
た
る
そ
う
で
す
。
気

さ
く
な
お
方
で
記
念
撮
影
に
も
応

じ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

      

   

足
羽
神
社
か
ら
北
東
２
８
０
ｍ

に
あ
り
ま
す
。
継
体
天
皇
の
偉
業

を
顕
彰
す
る
た
め
、
笏
谷
石
の
石

工
ら
が
明
治
17
年
（
１
８
８
４

年
）
に
建
て
た
石
像
で
す
。 

           

昭
和
23
年
の
福
井
地
震
で
倒

壊
し
ま
し
た
が
、
27
年
に
修
復
さ

れ
ま
し
た
。
足
羽
山
の
山
頂
（
標

高
１
１
６
ｍ
）、足
羽
山
公
園
三
段

広
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。
笏
谷
石

製
で
高
さ
は
４.

３
ｍ
。４
等
身
な

の
は
、
見
上
げ
て
も
顔
の
表
情
が

わ
か
り
や
す
い
と
の
配
慮
か
ら
と

思
わ
れ
ま
す
。 

                    

           

洪
水
が
収
ま
る
よ
う
、
男
大
迹

王
が
足
羽
山
か
ら
海
に
向
か
っ
て

矢
を
放
つ
と
、
福
井
平
野
を
覆
っ

て
い
た
水
が
海
の
方
へ
引
い
た
と

い
う
伝
説
に
よ
り
、
像
は
九
頭
竜

川
河
口
に
向
か
っ
て
福
井
平
野
を

見
守
る
よ
う
に
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

継
体
天
皇
像 

足羽神社 

継体天皇像 

Ｎ 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
語
り
部
」

が
示
さ
れ
た
石
像
の
原
画
。

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館

蔵
。 

 

 

 

お
こ
と
わ
り 

出
典
に
よ
り
記
載
内
容
が

異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

 

逆
光
の
た
め
修
正
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
限
界
で
し
た
。

右
の
全
体
像
は
台
座
を
カ
ッ

ト
し
て
い
ま
す 

 

 

 
 

 

 
馬來田善敬 氏 
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令
和
５
年
春
の
「
近
郊
の
史
跡
を 

歩
く
会
」
で
は
高
槻
市
の
今
城
塚
古

墳
を
訪
ね
ま
し
た
。
秋
は
令
和
５
年

11
月
５
日
に
伏
見
城
の
史
跡
を
訪

問
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
午
前
９
時
に
京
阪
「
伏
見

桃
山
」
駅
の
改
札
口
付
近
に
集
合
す

る
予
定
で
し
た
が
、
８
時
23
分
に

人
身
事
故
が
発
生
、
全
線
運
転
見
合

わ
せ
と
遅
延
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
参
加
者
29
人
が
御
香

宮
神
社
（
ご
こ
う
の
み
や
じ
ん

じ
ゃ
）
に
向
か
っ
た
の
は
10
時
を

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
伏
見
区

観
光
協
会
の
「
語
り
部
」
３
人
が
同

行
、
ガ
イ
ド
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

「
伏
見
桃
山
」
駅
か
ら
東
に
３
０

０
ｍ
に
あ
り
ま
す
。
主
祭
神
は
神
功

皇
后
、
安
産
の
御
利
益
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
が
伏
見

城
の
城
内
に
移
し
、
鬼
門
の
守
護
神

と
し
ま
し
た
が
、
徳
川
家
康
が
元
の

位
置
に
戻
し
、
京
都
所
司
代
板
倉
勝

重
が
本
殿
を
造
営
し
ま
し
た
。
現
在

の
表
門
は
元
和
２
年
（
１
６
２
２

年
）、
徳
川
頼
房
（
水
戸
黄
門
の
父
）

が
伏
見
城
の
大
手
門
を
拝
領
し
て

寄
進
し
た
も
の
で
す
。 

           

   

御
香
宮
神
社
か
ら
北
東
１.

３
㎞

に
あ
り
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
が
慶
長
伏

見
地
震
で
倒
壊
し
た
伏
見
城
を
再

建
し
た
木
幡
山
伏
見
城
本
丸
跡
で
、

明
治
45
年
７
月
30
日
に
崩
御
し

た
明
治
天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
円
下
方
墳
で
、
下
方
は
一
辺

60
ｍ
、
表
面
は
細
石
（
さ
ざ
れ
い

し
）
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

   

伏
見
城
は
三
度
築
城
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
豊
臣
秀
吉
が
指

月
伏
見
城
（
し
げ
つ
ふ
し
み
じ
ょ

う
）
を
、
続
い
て
木
幡
山
伏
見
城

（
こ
は
た
や
ま
ふ
し
み
じ
ょ
う
）

を
築
城
、
さ
ら
に
徳
川
家
康
が
木

幡
山
に
再
建
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
間
、
地
震
や
戦
乱
に
よ
り

崩
壊
、
焼
失
し
、
最
終
的
に
は
一

国
一
城
令
の
主
旨
か
ら
、
徳
川
家

 

御
香
宮
神
社 

 

 

明
治
天
皇
伏
見
桃
山
陵 

伏
見
城 

 

 
 

令
和
５
年
秋 

近
郊
を
歩
く
会 

 
 
 
 

伏
見
城
の
史
跡
を
訪
問 

 

三
栗 

石
川 

勲 

第９７号    ＮＰＯ法人 歴史の道 東海道宿駅会議加盟  令和６年４月22日  （  ４  ） 



光
在
任
中
の
元
和
５
年
（
１
６
１

９
年
）
に
廃
城
が
決
定
し
、
取
り

壊
し
や
移
設
が
さ
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
現
在
見
て
い
る
城

は
、
昭
和
39
年
に
開
園
し
た
「
伏

見
桃
山
城
キ
ャ
ッ
ス
ル
ラ
ン
ド

（
遊
園
地
）」
の
園
内
に
建
設
さ

れ
た
模
擬
天
守
で
す
。 

            

「
伏
見
桃
山
城
キ
ャ
ッ
ス
ル

ラ
ン
ド
」
は
、
入
園
者
の
減
少
に

よ
り
債
務
超
過
と
な
り
、
平
成

15
年
に
閉
園
、
模
擬
天
守
は
京

都
市
に
無
償
で
贈
与
さ
れ
ま
し

た
。
市
は
跡
地
を
伏
見
桃
山
城
運

動
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
し
た

が
、
模
擬
天
守
は
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
、
内
部
は
非

公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

伏
見
城
の
周
辺
に
は
多
く
の

武
家
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
現
在
も
武
将
の
名
が
付
い

た
町
名
が
あ
り
ま
す
。
左
の
写
真
、

「
語
り
部
」
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
説
明

し
て
い
る
の
は
家
康
の
四
男
、
松
平

忠
吉
屋
敷
跡
で
す
。 

   

 

 

 
 

 
 

武
家
屋
敷
跡 

 

明治天皇伏見桃山陵 
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戦
国
の
動
乱
は
信
長
の
上
洛

（
１
５
６
８
年
）
に
よ
っ
て
一
段

落
を
迎
え
ま
す
。
続
く
秀
吉
の
天

下
制
覇
、
地
方
支
配
に
よ
り
、
牧

郷
の
荘
園
制
は
完
全
に
崩
壊
し
ま

し
た
。
秀
吉
は
、
戦
乱
で
無
主
と

な
っ
た
村
々
の
自
主
独
立
を
許
さ

ず
、
検
地
（
文
禄
２
年
、
１
５
９

３
年
）
を
行
い
、
村
高
を
決
め
て

年
貢
制
を
導
入
し
ま
し
た
。 

寺
内
町
で
あ
っ
た
招
堤
村
で
さ

え
、
秀
吉
の
直
領
と
し
て
検
地
帳

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
宇
山
村
、

甲
斐
田
村
、
片
鉾
村
も
文
禄
３
年

末
頃
の
検
地
帳
が
残
っ
て
お
り
、

村
高
が
決
定
さ
れ
て
年
貢
地
と
な

り
ま
し
た
。 

秀
吉
は
天
正
16
年
（
１
５
９
０

年
）、
地
侍
、
郷
士
な
ど
か
ら
武
器

を
取
り
上
げ
、
刀
狩
を
行
い
ま
し

た
。
一
揆
を
防
ぎ
、
村
を
年
貢
負

担
組
織
に
変
え
る
の
が
目
的
で
す
。

こ
の
制
度
は
家
康
の
幕
藩
体
制
に

引
き
継
が
れ
、
よ
り
強
化
さ
れ
ま

す
。
近
世
、
牧
郷
の
村
々
は
領
主

が
支
配
す
る
農
村
へ
と
変
化
し
ま

し
た
。 

   

徳
川
幕
府
の
初
期
、
京
街
道
沿

い
の
牧
郷
の
村
は
、
戦
乱
の
名
残

と
し
て
武
力
を
評
価
さ
れ
た
直
臣

淀
藩
主
永
井
尚
政
の
領
地
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
幕
府
の
直
轄

地
も
で
き
、
ま
た
小
田
原
藩
主
大

久
保
家
の
復
活
（
１
６
８
５
年
）

の
際
、
大
坂
近
辺
に
領
地
を
与
え

ら
れ
、
牧
郷
の
村
を
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
幕
末
に
は
、
京
都
守
護

職
会
津
藩
へ
の
役
知
（
今
風
に
い

え
ば
役
職
手
当
）
と
し
て
牧
郷
の

一
部
の
村
が
与
え
ら
ま
し
た
。 

    

大
政
奉
還
の
後
、慶
応
４
年（
１

８
６
８
年
）
１
月
３
日
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
が
勃
発
し
ま
す
。
敗
北

し
た
幕
府
軍
は
京
街
道
筋
を
敗
走

し
、
大
坂
へ
落
ち
延
び
ま
し
た
。

道
筋
の
牧
郷
の
村
々
は
こ
の
戦
乱

に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。 

６
日
に
は
、
街
道
筋
の
楠
葉
、

野
田
な
ど
が
放
火
さ
れ
、
炎
上
し

ま
し
た
。
６
日
午
後
に
は
、
上
島

村
の
吉
川
家
に
流
れ
弾
が
飛
び
込

み
、
村
中
残
ら
ず
避
難
し
ま
す
。

阪
（
坂
）
村
周
辺
で
は
、
放
火
を

恐
れ
、
米
を
持
ち
出
し
て
避
難
、

男
は
人
足
徴
発
を
免
れ
る
た
め
身

を
隠
し
ま
し
た
。
幕
府
軍
の
一
部

 

再
び
燃
え
る
牧
郷
魂 

牧
野
村
に
み
る
先
駆
性 

交
野
市 

堀
家 

啓
男 

 秀
吉
に
よ
る
農
村
支
配 

牧
郷
領
主
の
変
遷 

鳥
羽
伏
見
戦
争
の
被
害 

徳
川
幕
府
の
終
焉 
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が
阪
の
旗
本
水
野
家
陣
屋
の
北
側

崖
に
大
砲
を
備
え
ま
し
た
が
、
藤

堂
藩
の
橋
本
へ
の
砲
撃
に
驚
い
て

逃
亡
し
ま
す
。
楠
葉
台
場
（
現
国

史
跡
）
に
い
た
若
狭
藩
士
は
、
阪

村
の
百
姓
宅
の
家
族
に
切
り
か

か
っ
た
う
え
自
害
し
て
い
ま
す
。 

         

幸
い
に
も
牧
郷
周
辺
で
の
放
火

は
免
れ
ま
し
た
。
下
島
、
長
尾
、

渚
な
ど
で
は
、
落
ち
武
者
が
百
姓

に
打
ち
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

上
島
村
で
は
長
州
藩
に
よ
る
落
ち

武
者
狩
り
が
行
わ
れ
、
旧
幕
臣
が

斬
首
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
月
12
日
に
は
、
枚
方
宿
高
札

に
「
徳
川
家
朝
敵
之
御
書
付
」
が

掲
げ
ら
れ
、
13
日
に
は
交
野
郡
に

あ
る
旗
本
の
陣
屋
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
よ
う
や
く
村
人
ら
が
立
ち

返
り
、
牧
郷
の
村
々
の
日
常
が
取

り
戻
さ
れ
ま
し
た
。 

   

新
政
府
は
年
貢
制
を
廃
止
し
て
、

土
地
の
所
有
者
か
ら
金
銭
を
税
と

し
て
徴
収
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
地
券

制
度
を
実
施
し
、
土
地
所
有
者
を

確
定
、
納
税
す
べ
き
土
地
と
人
を

特
定
し
ま
し
た
。石
高
制
を
廃
止
、

土
地
の
所
有
者
に
よ
る
地
租
の
納

付
と
し
た
の
で
す
。 

   

明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
４

月
、
政
府
は
地
方
行
政
を
整
え
る

た
め
、
現
代
の
地
方
行
政
の
基
盤

と
な
る
、
市
制
、
町
村
制
を
施
行

し
ま
し
た
。
先
立
つ
同
21
年
６
月
、

内
務
大
臣
訓
令
に
よ
り
、
町
村
合

併
の
標
準
を
示
し
、
全
国
各
村
の

資
力
や
区
域
、戸
数
な
ど
を
調
査
、

新
た
な
町
村
が
独
立
自
治
に
適
し

た
資
力
、
人
口
規
模
と
な
る
よ
う

村
の
合
併
を
促
進
し
ま
し
た
。
旧

来
の
集
落
は
そ
の
「
字
（
あ
ざ
）」

と
し
ま
し
た
。 

明
治
31
年
（
１
８
９
９
年
）
に

郡
制
が
施
行
さ
れ
、茨
田
、讃
良
、

交
野
の
３
郡
を
統
合
し
、
北
河
内

郡
を
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町

村
制
施
行
の
結
果
、
枚
方
で
は
全

37
カ
村
（
磯
島
村
を
含
む
）
が
、

１
町
９
カ
村
と
な
り
ま
し
た
。 

    新
町
村
名 

構
成
す
る
字
（
あ
ざ 

旧
村
名
） 

◎
川
越
村…
村
野
、
田
宮
、
山
之

上
、
茄
子
作 

※
村
を
天
野
川
が
貫
通
し
、
川
を

越
え
て
村
域
を
な
す
た
め
「
か
わ

ご
し
村
」。 

◎
山
田
村…

甲
斐
田
、
片
鉾
、
田

口
、
中
宮 

※
か
つ
て
山
田
郷
と
呼
ん
だ
。 

◎
牧
野
村…

禁
野
、 

磯
島
、 

渚
、 

小
倉
、
阪
、
宇
山
、
養
父
、
上
島
、

下
島 

※
か
つ
て
摂
関
家
領
「
楠
葉
牧
」

に
属
し
、
牧
（
野
）
郷
と
し
て
発

展
し
た
集
落
で
あ
る
か
ら
「
牧
野

村
」
と
し
た
。 

「
禁
野
」
の
地
名
は
、
か
つ
て

交
野
ケ
原
南
部
に
天
皇
や
貴
族
専

用
の
猟
場
が
あ
り
、
一
般
人
の
狩

猟
を
禁
じ
た
野
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
禁
野
の
枝
郷
と
し
て
大
垣
内

が
あ
り
ま
す
が
、
禁
野
の
垣
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

「
渚
」は
、淀
川
沿
岸
の
浜（
港
）

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
惟
喬
親

王
の「
渚
の
院（
枚
方
市
渚
元
町
）」

地
租
改
正 

地
方
制
度
の
導
入 

牧
郷
周
辺
の
村 

（
町
村
制
実
施
時
／
明
治

22
年
） 

 

 
 

楠葉台場跡 
楠葉中之芝２丁目 
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が
設
け
ら
れ
、
後
鳥
羽
上
皇
も
御

幸
し
て
い
ま
す
。
平
安
期
に
は
都

の
貴
人
ら
が
渚
に
上
陸
し
て
「
禁

野
」
に
向
か
い
ま
し
た
。
荘
園
期

は
交
易
の
港
で
し
た
。「
渚
の
院
」

跡
に
、
町
村
制
施
行
時
の
牧
野
村

役
場
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

       

「
磯
島
」
は
対
岸
の
摂
津
国
島

上
郡
に
属
し
、
淀
川
河
道
上
の
島

で
し
た
。
そ
の
後
、
地
縁
的
に
牧

郷
と
近
く
、
京
街
道
（
文
禄
堤
）

沿
い
に
進
出
し
発
展
し
ま
し
た
。

明
治
７
年
（
１
８
７
４
年
）
に
河

内
国
に
編
入
、
神
社
の
境
内
に
そ

の
名
残
で
あ
る
「
摂
津
国
」
と
刻

ん
だ
鳥
居
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

「
上
島
」「
下
島
」
も
元
は
淀
川

の
一
つ
の
川
島
で
し
た
が
、
文
禄

堤
、
京
街
道
が
地
域
を
横
切
り
、

集
落
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
元

和
（
17
世
紀
前
半
の
元
号
／
慶
長

と
寛
永
の
間
）に
な
っ
て
上
島（
京

都
側
）、
下
島
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

「
宇
山
」
は
古
く
は
上
山
と

い
っ
た
よ
う
で
、
元
和
元
年
か
ら

宇
山
と
称
し
ま
し
た
。「
牧
」
の
一

部
で
や
や
高
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。 「

養
父
」
は
、「
藪
」
が
あ
っ
た

地
を
開
発
し
た
有
力
者
が
、「
や

ぶ
」
と
名
乗
り
、
美
字
を
当
て
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
物
部
氏
の

一
部
が
住
み
着
き
、
養
父
氏
を
名

乗
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
小
倉
」
は
、
茨
田
屯
倉
の
名

残
と
い
う
説
や
、
粟
倉
だ
っ
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。「
牧
」
の
時

代
、
物
品
の
倉
庫
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

阪
（
坂
）
は
、「
牧
」
の
時
代
、

穂
谷
川
沿
い
の
坂
（
傾
斜
）
地
で

し
た
。 

◎
招
堤…

招
堤
（
１
村
に
つ
き
字

な
し
）「
楠
葉
牧
」
で
あ
っ
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
戦
国
期
に
は
寺
内

町
が
築
か
れ
ま
し
た
。 

◎
樟
葉…

船
橋 

楠
葉 

 

楠
葉
は
「
楠
葉
牧
」
の
発
祥
の

地
。
船
橋
は
、
鷹
狩
り
に
来
た
都

の
貴
族
が
船
橋
川
に
船
橋
を
敷
い

て
渉
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

楠
葉
の
歴
史
は
古
く
、
合
併
時
に

村
名
を「
樟
葉
」に
変
え
ま
し
た
。 

   

◎
明
治
の
初
め
、
寺
子
屋
が
廃

止
さ
れ
、
各
地
に
「
郷
学
校
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。明
治
５
年（
１

８
７
２
年)

、
牧
野
周
辺
で
は
「
７

区
郷
学
校
」
が
阪
村
の
片
埜
神
社

境
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
明
治

６
年
に
は
郷
学
校
を
基
礎
に
小
学

校
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。同
８
年
、

渚
、
小
倉
、
阪
が
連
合
し
、
渚
三

栗
の
清
伝
寺
で
開
校
、
同
10
年
に

渚
観
音
寺
跡
に
校
舎
を
新
築
し
、

磯
島
、
禁
野
も
加
わ
り
ま
し
た
。

同
20
年
（
１
８
８
７
年
）
４
月
に

牧
野
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
す
。

同
24
年
、
渚
字
北
上
野
に
新
築
移

転
し
（
現
在
の
殿
一
小
の
位
置
）

高
等
科
を
併
設
、
牧
野
尋
常
高
等

小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
村
内
唯

一
の
小
学
校
で
、
校
区
が
広
く
遠

距
離
通
学
の
難
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
），

７
区
郷
学
校
分
校
が
招
堤
敬
応
寺

で
開
校
、
同
６
年
に
招
堤
の
小
学

校
と
な
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
内

で
校
舎
を
新
設
、
同
20
年
（
１
８

８
７
年
）
４
月
に
招
堤
尋
常
小
学

校
と
な
り
ま
し
た
。
同
20
年
、
交

北
高
等
小
学
校
が
組
合
立
で
設
立
。

同
33
年
（
１
９
０
０
年
）
に
は
、

町
村
制
に
即
し
た
制
度
に
改
正
、

尋
常
科
４
年
制
義
務
教
育
と
高
等

科
２
年
制
が
確
定
し
ま
し
た
。
同

40
年
（
１
９
０
７
年
）
に
招
堤
尋

小
学
校
の
設
置 

  
渚院址の標柱 
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常
小
学
校
が
高
等
科
を
併
設
、
招

堤
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

  

牧
野
周
辺
は
、「
禁
野
」
が
あ
っ

た
関
係
か
ら
か
、
他
の
地
域
よ
り

開
発
が
や
や
遅
れ
、
原
野
が
多
く

残
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
か
、

適
地
と
し
て
明
治
29
年
（
１
８
９

６
年
）、牧
野
村
大
字
渚
の
禁
野
の

地
に
「
陸
軍
禁
野
火
薬
庫
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
42
年
に
は
、

火
薬
庫
の
爆
発
事
故
が
起
こ
り
、

警
備
の
兵
士
の
負
傷
の
ほ
か
、
周

辺
民
家
に
も
相
当
の
被
害
が
及
び

ま
し
た
。
火
薬
庫
の
撤
去
を
求
め

る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
直
ち
に
復

旧
さ
れ
、
さ
ら
に
増
強
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
年
）

に
は
そ
の
隣
接
地
に
枚
方
兵
器
製

造
所
が
建
設
、
着
手
さ
れ
、
同
13

年
（
１
９
３
８
年
）
１
月
に
は
生

産
を
開
始
し
ま
し
た
。 

         

同
14
年
（
１
９
３
９
年
）
１
月

に
は
交
野
ケ
原
の
南
、
香
里
（
中

振
、
茄
子
作
）
に
、
宇
治
火
薬
製

造
所
香
里
工
場
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
交
野
ケ
原
は
軍
需
３
施
設
が

あ
る
軍
需
の
地
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
あ
の
禁
野
火
薬
庫
の
大
爆

発
（
２
回
目
）
は
同
年
３
月
１
日

に
起
こ
り
ま
し
た
。 

   

明
治
43
年
（
１
９
１
０
年
）
４

月
15
日
、
淀
川
左
岸
住
民
の
悲
願

で
あ
っ
た
鉄
道
敷
設
が
京
阪
電
車

の
開
業
で
実
現
し
ま
し
た
。
京
都

五
条
と
天
満
橋
間
30
駅
、
所
要
時

間
１
０
０
分
、
現
在
の
枚
方
エ
リ

ア
で
は
、
樟
葉
、
牧
野
、
枚
方
東

口
（
現
在
の
枚
方
市
）、
枚
方
（
現

在
の
枚
方
公
園
）
の
４
停
留
所
が

置
か
れ
ま
し
た
。 

政
府
の
指
導
に
よ
り
、
路
線
は

旧
街
道
沿
い
、
道
路
の
補
完
と
さ

れ
た
た
め
、
京
阪
電
車
は
カ
ー
ブ

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
牧

野
駅
も
京
街
道
沿
い
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。 

         

開
業
後
、
京
阪
電
車
に
は
事
故

が
多
発
し
、
そ
の
た
め
乗
客
数
が

伸
び
ず
、
乗
客
増
対
策
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
６
年
（
１
９

３
１
年
）、京
阪
電
鉄
は
牧
野
村
と

連
携
し
て
、
駅
の
近
く
に
住
宅
地

を
開
発
し
ま
し
た
。
乗
客
を
増
や

す
た
め
で
す
。
現
在
の
「
牧
野
本

町
１
丁
目
（
こ
の
地
名
も
こ
の
と

き
つ
け
た
）」
辺
り
で
す
。 

「
牧
野
昔
ば
な
し
集
」
に
は
次

の
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

「
私
が
越
し
て
き
た
と
き
、
牧

野
の
駅
は
電
車
一
台
が
と
ま
る
だ

け
」、
京
阪
の
電
車
は
「
高
床
式
で

地
面
か
ら
乗
れ
な
い
。
駅
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
も
最
初
は
な
く
て
、

電
車
の
入
口
だ
け
木
の
箱
み
た
い

な
物
を
積
ん
で
、
そ
こ
へ
パ
ッ
と

停
め
て
い
た
」、「
昭
和
３
～
４
年

に
歯
科
医
専
、
女
子
医
専
が
来
て

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
駅
が
マ
シ
に

な
っ
た
」。 

「
畑
と
藪
ば
っ
か
り
で
し
た
。

こ
の
竹
藪
を
買
っ
て
京
阪
が
住
宅

地
を
開
発
し
た
ん
で
す
ね
」。（
昭

禁
野
火
薬
庫
の
設
置 

京
阪
電
車
の
開
通 

 

 
 

 

 

枚方製造所の土塁跡 
（中宮第三団地） 
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和
９
年
の
朝
日
新
聞
に
牧
野
の
住

宅
地
販
売
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
） 

「
牧
野
駅
な
ん
か
停
ま
っ
て
も

乗
る
人
も
降
り
る
人
も
一
人
か
二

人
ぐ
ら
い
で
し
た
」。
牧
野
駅
は

「
無
人
駅
で
車
掌
が
切
符
を
売
っ

て
、降
り
し
な
に
切
符
を
集
め
た
」

「
夜
は
八
時
す
ん
だ
ら
ほ
と
ん
ど

降
り
る
人
が
お
ら
ん
か
っ
た
。
女

の
人
が
一
人
で
出
て
た
と
し
た
ら
、

日
が
暮
れ
た
ら
招
堤
の
人
で
も
家

の
者
が
駅
に
提
灯
つ
け
て
迎
い
に

い
っ
た
」。 

京
阪
の
ス
ト
ア
の
所
は
池
が

あ
っ
た
。「
食
用
ガ
エ
ル
が
鳴
い

と
っ
た
。 

バ
ス
の
道
路
は
「
竹
藪
で
し
て

ん
」「
前
は
も
っ
と
細
く
て
歯
科
大

が
来
た
と
き
に
通
学
路
と
し
て
つ

く
っ
た
ん
で
す
」。 

ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
も

池
で
「
そ
の
池
つ
ぶ
し
て
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
建
っ
て
ま
す
ね
ん
」。そ

こ
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
あ

る
と
こ
ろ
ま
で
低
く
、
田
ん
ぼ
が

広
が
っ
て
い
た
。 

   

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）、
京

阪
電
鉄
と
牧
野
村
が
連
携
し
、
宇

山
に
日
本
で
３
番
目
の
大
阪
女
子

高
等
医
学
専
門
学
校
（
現
関
西
医

科
大
学
）
を
、
ま
た
阪
に
大
阪
歯

科
医
学
専
門
学
校
（
現
大
阪
歯
科

大
学
）
を
誘
致
し
ま
し
た
。 

           

同
４
年（
１
９
２
９
年
）に
は
、

大
阪
市
内
に
あ
っ
た
大
阪
美
術
学

校
（
大
正
13
年
創
立
）
を
御
殿
山

に
誘
致
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

京
阪
電
車
の
乗
客
増
対
策
の
一
環

で
す
が
、
地
元
牧
野
村
の
協
力
が

不
可
欠
で
し
た
。
美
学
校
生
の
通

学
の
た
め
、
御
殿
山
駅
が
同
年
６

月
設
置
さ
れ
た
の
も
特
筆
す
べ
き

で
し
ょ
う
。 

     

牧
野
村
は
、
医
学
、
美
術
の
専

門
教
育
機
関
が
あ
る
「
学
校
村
」

と
し
て
、
そ
の
先
駆
性
が
大
き
く

脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。 

人
口
わ
ず
か
３
６
０
０
人
ば
か

り
の
牧
野
村
が
こ
れ
だ
け
の
教
育

機
関
を
持
っ
た
の
で
す
。
当
時
の

朝
日
新
聞
記
事
は
、
牧
野
村
を
イ

ン
テ
リ
村
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
期
の
牧
野
村
は
、
牧
郷
時
代

の
魂
が
再
び
燃
え
上
が
る
か
の
よ

う
で
し
た
。
昭
和
13
年
（
１
９
３

８
年
）
に
は
女
子
医
専
の
講
堂
に

府
立
大
阪
博
物
場
美
術
館
（
見
本

市
会
場
／
大
阪
市
中
央
区
）
の
天

井
画
（
龍
、
鳳
凰
の
図
）
が
移
管
、

竣
工
し
て
い
ま
す
。 

   

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
年
）
９

月
21
日
、（
第
一
）
室
戸
台
風
が

関
西
を
襲
い
ま
し
た
（
関
西
風
水

害
と
い
う
）。牧
野
小
と
招
堤
小
の

被
害
が
大
き
く
、
こ
の
復
旧
問
題

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
昭
和
10

年
（
１
９
３
５
年
）
２
月
11
日
、

両
村
は
合
併
し
、
殿
山
町
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
台
風
で
牧
野
尋
常

高
等
小
学
校
が
倒
壊
、
教
職
員
２

人
、
児
童
15
人
の
大
き
な
犠
牲
者

が
で
ま
し
た
。
供
養
塔
が
小
倉
町

の
長
安
寺
に
あ
る
と
い
う
の
で
訪

牧
郷
時
代
の
魂
を
今
に 

殿
山
町
の
誕
生 
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殿
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内 
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ね
ま
し
た
が
、
門
が
閉
ざ
さ
れ
て

境
内
に
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

招
堤
尋
常
高
等
小
学
校
も
大
き

な
被
害
を
受
け
、
両
校
と
も
建
て

替
え
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
両
校
の
校
舎
の
新
築

と
従
来
の
課
題
で
あ
っ
た
牧
野
小

の
児
童
の
遠
距
離
通
学
を
合
わ
せ

て
解
決
す
る
た
め
、
さ
ら
に
経
費

調
達
の
た
め
、
両
村
は
合
併
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

牧
野
小
は
、
元
の
位
置
に
殿
山

第
一
小
学
校
（
上
野
１
丁
目
）
と

し
て
新
築
さ
れ
ま
し
た
。 

          

招
堤
小
学
校
は
旧
牧
野
村
エ
リ

ア
に
移
転
、殿
山
第
二
小
学
校（
養

父
丘
２
丁
目
）
と
し
て
新
築
し
、

牧
野
小
の
遠
距
離
通
学
を
解
消
す

る
学
区
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
校

舎
新
設
経
費
は
、
両
村
合
併
に
よ

る
人
件
費
削
減
な
ど
に
よ
り
捻
出

し
ま
し
た
。
天
災
を
機
会
に
両
村

が
知
恵
を
出
し
合
い
、
思
い
切
っ

た
学
校
の
復
興
を
成
し
遂
げ
た
の

で
す
。
楠
葉
牧
に
遡
る
荘
園
時
代

の
小
さ
な
こ
と
に
拘
ら
な
い
住
民

の
合
理
性
が
表
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

   

次
の
話
も「
牧
野
昔
ば
な
し
集
」

に
載
っ
て
い
ま
す
。 

「
今
で
し
た
ら
、
情
報
が
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
る
さ
か

い
、
学
校
（
牧
野
小
）
行
く
こ
と

な
か
っ
た
や
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
の

時
分
は
、〈
え
ら
い
風
や
な
あ
〉
と

言
い
も
っ
て
学
校
へ
行
っ
た
」。 

御
池
と
い
う
池
が
あ
り
、「
池
の

前
に
南
北
の
平
屋
の
教
室
が
あ
っ

て
、私
ら
そ
こ
に
い
た
ん
で
す
わ
。

東
西
の
２
階
建
て
の
校
舎
の
方
に

職
員
室
な
ん
か
み
な
あ
っ
た
ん
で

す
わ
」。
先
生
が
〈
そ
こ
へ
行
け
言

わ
は
り
ま
し
て
ん
〉、と
こ
ろ
が
急

に
〈
逃
げ
よ
〉
言
わ
は
っ
た
も
ん

で
逃
げ
ま
し
て
ん
。
裏
が
芋
畑
と

茶
園
で
そ
こ
へ
逃
げ
た
。
逃
げ
た

直
後
に
校
舎
（
東
西
棟
）
が
こ
け

ま
し
た
」。 

            

   

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
年
）、

殿
山
町
は
枚
方
町
ら
６
町
村
と
合

併
し
、
人
口
が
２
万
６
千
人
を
超

え
る
枚
方
町
と
な
り
、「
大
大
阪
」

に
準
じ
て
新
聞
で
「
大
枚
方
」
と

称
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
が
学

術
文
化
の
先
進
性
、
思
い
切
っ
た

施
策
の
実
施
と
い
う
牧
野
村（「
大

牧
野
」）
の
存
在
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。
牧
郷
の
魂
を

受
け
継
い
だ
の
で
す
。
終
戦
後
の

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）
８
月

１
日
に
枚
方
市
制
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。 

   

 

終
戦
後
、
枚
方
市
は
軍
需
工
場

の
跡
地
に
工
場
誘
致
を
目
指
し
ま

室
戸
台
風  
恐
怖
の
瞬
間 

枚
方
町
出
来
る 

住
宅
都
市
に
よ
る 

平
和
な
街
づ
く
り 

室戸台風〈昭和９年９月21日〉  
９１１．６ヘクトパスカル 

午前５時頃、室戸岬西方付近に上

陸、瞬間最大風速 60ｍ以上。午前８

時頃、阪神間に再上陸、高潮、大風

の大被害を残した。通学時と重なり、

府下で多くの木造校舎が倒壊し、教

員、児童の犠牲者を出した。 
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し
た
。 

中
宮
で
は
昭
和
27
年
に
小
松

製
作
所
へ
の
払
い
下
げ
が
認
可
さ

れ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

な
ど
の
製
造
を
行
う
と
の
こ
と
で

し
た
。し
か
し
、同
社
は
25
年（
１

９
５
０
年
）
に
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦

争
の
米
軍
砲
弾
製
造
に
参
入
し
、

旧
枚
方
製
造
所
の
施
設
の
払
い
下

げ
を
受
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。 

火
薬
庫
大
爆
発
を
経
験
し
た
市

民
か
ら
兵
器
製
造
反
対
の
気
運
が

高
ま
り
、
急
進
派
が
工
場
内
に
爆

弾
を
仕
掛
け
る
な
ど
、「
枚
方
事

件
」（
１
９
５
２
年
）
が
発
生
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。 

香
里
に
つ
い
て
も
、
民
間
会
社

が
火
薬
製
造
を
目
的
に
払
い
下
げ

を
申
請
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

が
払
い
下
げ
を
受
け
、
住
宅
街
と

す
る
計
画
が
あ
り
、
ま
た
市
民
に

よ
る
「
火
薬
製
造
所
活
用
反
対
同

盟
」
も
で
き
た
た
め
、
見
合
わ
せ

と
な
り
ま
し
た
。 

 

               

住
宅
公
団
（
昭
和
30
年
１
９
５

５
年
設
立
）
は
設
立
の
年
、
禁
野

（
中
宮
第
１
、
第
２
団
地
）、
香
里

（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
）
の
跡
地

に
住
宅
８
０
０
０
戸
を
建
設
す
る

計
画
を
立
て
、
枚
方
市
に
協
力
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
平
和
を
基
調

と
す
る
住
宅
に
よ
る
街
づ
く
り
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

 

     

 
 
 
 
本会をよりご理解、ご賛同をいただくため、事業内容、 
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ホームページを開設しています 

宿場町枚方を考える会 検索してね！ 
  

 

香
里
製
造
所
の
遺
構
、
天
を

衝
く
ボ
イ
ラ
ー
用
の
煙
突
。

現
在
の
妙
見
配
水
池
敷
地
内

北
側
／
香
里
ケ
丘
８
丁
目
。 

 

 
 
 
本会は、年数回の講演会や観光バスを利用した他宿場などの日帰

り見学会の実施、機関誌（本誌）を発行しています。 

会費は３６００円（１年度）です。入会をお待ちしています。ご

希望の方は、ホームページをご覧ください。 

 

会員を募集しています 

第９７号    ＮＰＯ法人 歴史の道 東海道宿駅会議加盟  令和６年４月22日  （  12  ） 


